
市政を問う
一般質問（文責は質問者）

とおの議会だより 16

問�

当
市
で
は
結
婚
し
た

カ
ッ
プ
ル
や
、
子
供
を
出

産
し
た
夫
婦
に
対
す
る

「
写
真
立
て
」
の
贈
呈
を

除
き
、
お
祝
い
金
等
の
制

度
が
な
い
と
聞
く
。
少
子

化
対
策
と
若
者
定
住
の
た

め
、
結
婚
や
出
産
の
お
祝

い
と
し
て
、
全
国
や
県
内

一
と
誇
れ
る
大
胆
な
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
。

答��　
平
成
21
年
度
に
「
遠

野
市
わ
ら
す
っ
こ
条
例
」

を
施
行
し
、
わ
ら
す
っ
こ

基
金
等
も
創
設
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と

に
「
夢
が
も
て
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
総
合

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

出
会
い
・
結
婚
・
出
生
・

成
長
・
就
職
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
新
年
度
か
ら
は
新

た
に
「
わ
ら
す
っ
こ
の
誕

生
応
援
事
業
」
と
し
て
、

写
真
立
て
に
加
え
金
額
に

し
て
１
万
円
分
の
「
わ
ら

す
っ
こ
応
援
券
」
を
配
布

す
る
。

 

“
大
胆
な
”
と
い
う
言

葉
や
事
業
に
つ
い
て
は
行

政
と
し
て
及
び
腰
に
な
る

部
分
も
あ
る
が
、
議
会
側

の
協
力
も
得
て
前
に
進
ん

で
行
き
た
い
。

瀧本　孝一 議員
（新興会）

少
子
化
対
策
に
大
胆
な
結
婚
等

お
祝
い
制
度
の
創
設
を

一括質問
方式

問�

本
年
12
月
に
も
運
行

予
定
の
Ｊ
Ｒ
釜
石
線
の
Ｓ

Ｌ
運
行
に
「
Ｓ
Ｌ
停
車
場

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
本

部
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、

取
組
の
目
的
や
取
組
事
項

に
、
県
内
初
認
定
の
土
木

遺
産
で
あ
る
宮
守
川
橋
梁

（
め
が
ね
橋
）
と
達
曽
部

川
橋
梁
（
岩
根
橋
）
の
２

つ
の
橋
梁
の
う
ち
、
後
者

だ
け
が
全
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

　
宮
澤
賢
治
の
『
銀
河
鉄

道
の
夜
』
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
、
達

曽
部
川
橋
梁
の
土
木
遺
産

の
価
値
の
位
置
付
け
と
地

域
活
性
化
、
Ｐ
Ｒ
や
周
辺

環
境
整
備
、
観
光
客
等
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え

は
。答��　

１
月
中
旬
に
、
産

業
振
興
部
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
室
と
官
民
協

働
の
推
進
本
部
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
後
、
商
品
開
発

部
会
等
３
つ
の
部
会
を
設

置
し
た
。
今
後
市
内
の
地

域
資
源
を
見
直
し
、
遠
野

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
各

種
事
業
の
構
築
を
図
っ
て

物
語
の
点
と
点
を
線
で
結

び
、
交
流
人
口
の
拡
大
や

活
性
化
を
含
め
、
達
曽
部

川
橋
梁
も
貴
重
な
観
光
資

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
環

境
整
備
や
Ｐ
Ｒ
等
部
会
で

検
討
を
進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
市
内
小
中
学
校
の
ベ
ル

マ
ー
ク
運
動
の
実
態
に
つ

い
て
。

ＳＬプロジェクト土木遺産
「達曽部川橋

きょうりょう

梁」の位置付けは

宮澤賢治の「銀河鉄道の夜」のモデルとされる達曽部川橋
きょうりょう

梁（岩根橋）


